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神坂小学校の３つの校歌 

校長　伊藤　博章 
 
　校長室前の壁面には、神坂小学
校の統合の足跡として、３つの校
歌が掲示してあります。昨年度に
赴任した私は、現行の校歌しか知
りません。その校歌を始業式で初
めて聴いた時は、驚きと感動で心
と体が震えたことを覚えています。
少ない人数であることを感じさせ
ない元気な歌声、笑顔と大きな口
で歌う一人一人の表情、体でリズ
ムをとりながら歌う楽しそうな姿
勢、すべてが感動ものでした。さ　旧山口村立神坂小学校　校歌

 らなる驚きは、前奏と間奏に入る　　　　　　　　昭和36年11月20日　披露
 子供たちによるリコーダー演奏で

した。教職に就いて以来、いくつ
もの学校に赴任しましたが、リコ
ーダー演奏が入る校歌は初めてで
した。 
 
　さて、11月から12月の間に、神
坂小学校の校歌を大勢の前で披露
する機会が３回ありました。11月
9日の神坂小学校文化祭では、6年
生が３つの校歌を「校歌メドレー」
という形で発表しました。12月4
日の神坂中学校文化祭では、合唱
を聴かせていただいたお礼に、全
校で現行の校歌を歌いました。12　旧中津川市立神坂小学校　校歌

 月5日の中津川市小中校長研修会で　　　　　　　　　昭和63年3月5日　披露
 は、神坂学校が研修会場となった

ため、市内28小中学校の校長先生
方に、子供たちが元気に歌う姿を
見ていただきました。 
　これらの発表を聴いてくださっ
た方々からは、「とても感動したの
で、もっとたくさんの人に聴いて
てもらいたい。」「統合で聴けなく
なるのはもったいないし残念。」「初
めて聴いたけど、校歌にも子供た
ちにも感動した。元気をもらえた。」
等の感想をいただきました。 
 
　神坂小学校の校歌を歌う子供た
ちの姿は、本校の宝物の一つです。

　　中津川市立神坂小学校　校歌 合唱を通して自信を高め、統合に
　　　　　　　　　平成19年11月4日　披露 向かっていきたいです。
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